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桐生市議会は、いちばん身近な頼れる議会を目指して議会機能の充実強化に努めます。

ここが聞きたい！

一般質問 2 7

第 2回定例会の内
容がまるわかり！

定例会概要 8 9
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市
議
会
の
活
動
ほ
か

定
例
会
概
要

一
般
質
問

行政による地域活動の負担軽減を

そのほか…「消滅 or 持続可能性自治体」について質問

自
治
会
存
続

一
心
会

　
　
現
在
、
地
域
活
動
に
従
事
さ
れ
る
町
会
・

自
治
会
役
員
や
参
加
市
民
に
対
す
る
有
事
の
際

の
賠
償
責
任
保
険
は
各
町
会
・
自
治
会
で
の
負

担
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
世
代
推
移
に
伴
い

自
治
会
機
能
の
崩
壊
に
直
面
す
る
よ
う
な
こ
と

が
あ
っ
た
場
合
、
地
域
ご
と
に
格
差
が
生
じ
る

懸
念
が
あ
る
。
自
治
会
行
政
賠
償
責
任
保
険
の

行
政
負
担
導
入
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

自
治
会
活
動
賠
償
責
任
保
険
の
負
担
を

問　
　
各
自
治
会
で
保
険
加
入
に
差
が
生
じ
る
こ

と
は
、
自
治
組
織
に
よ
る
持
続
可
能
な
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
妨
げ
に
な
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。
区
長
連
絡
協
議
会
の
ご
意
見
も
伺
い

な
が
ら
、
保
険
を
含
め
た
自
治
組
織
の
負
担
軽

減
を
総
合
的
に
考
え
て
い
き
た
い
。

保
険
も
含
め
て
総
合
的
に
検
討

答

　 6 月20日（木）・21日（金）の２日間にわたり、16人の
議員が一般質問を行い、市政に関する問題について、市当
局の見解を求めました。

※氏名の横は所属会派名（無会派は会派に属さない議員）

テーマは自由
　質問する内容は、議案とは
関係なく、市政に関し自由に
決め、事前に通告しています。

　議長、副議長及び監査委員を務める議員は、
慣例により一般質問は行っておりません。
【議長：人見武男議員（左）、副議長：山之内肇議員（中）、
監査委員：北川久人議員（右）】

質問時間は40分
　議員１人の質問時間は、市
当局からの答弁も含めて、40
分以内です。

般一 質 問ここが聞きたい！

議 員 の 案提

※各議員の提案の右上にあるロゴは、SDGs（エス・ディー・ジーズ）の17の目標に関連しています。

各議員の二次元コードを読み込むと、一般質問の映像を見ることができます！

石
渡
　
宏
明 

議
員

わ
た

ひ
ろ
あ
き

い
し

地域活動のイメージ

桐生市役所

そのほか…「買い物支援」について質問

生
保
不
適
切
業
務

飯
島
　
英
規 

議
員

無
所
属

　
　
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
群
馬
は
、
同
団
体
が

桐
生
警
察
署
へ
告
発
状
を
提
出
し
た
関
係
で
警

察
が
市
役
所
を
訪
れ
た
と
の
情
報
を
得
た
た
め
、

市
に
来
庁
記
録
の
情
報
公
開
請
求
を
し
た
と
こ

ろ
、「
文
書
不
存
在
」
で
「
非
公
開
」の
決
定
を

受
け
た
。理
由
を
確
認
し
た
が
、「
答
え
ま
せ
ん
」

と
の
回
答
。
市
民
に
対
す
る
行
政
の
説
明
責
任

を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
か
。 

市
民
に
説
明
責
任
果
た
し
て
い
る
か

問　
　
市
長
か
ら
は
市
民
に
寄
り
添
っ
た
丁
寧
な

接
遇
を
指
示
さ
れ
て
い
る
。
対
応
職
員
は
、
可

能
な
限
り
説
明
す
る
意
識
は
あ
っ
た
が
、
改
め

て
警
察
の
来
庁
日
時
を
問
わ
れ
た
た
め
、
そ
の

場
で
は
発
言
が
ど
う
影
響
す
る
の
か
判
断
が
で

き
ず
、「
お
答
え
は
難
し
い
」
と
申
し
上
げ
た
。 

可
能
な
限
り
説
明
す
る
意
識
は
あ
っ
た

答

行政の説明責任を果たすべき 
議 員 の 案提 い

い
じ
ま

き

ひ
で
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定
例
会
概
要

一
般
質
問

市
議
会
の
活
動
ほ
か

熱
中
症
対
策

一
心
会

　
　
桐
生
市
「
涼
み
処
」
と
環
境
省
「
ク
ー
リ

ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
」
の
違
い
は
何
か
。
ま
た
、

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
に
対
す
る
市
の

見
解
は
。 

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置

問　
　
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
は
「
改
正
気
候

変
動
適
用
法
」
に
基
づ
く
新
た
な
熱
中
症
対
策

で
、
冷
房
設
備
が
整
っ
て
い
る
場
所
を
市
長
が

あ
ら
か
じ
め
指
定
し
、
国
が
熱
中
症
特
別
警
戒

情
報
を
発
表
し
た
際
に
冷
房
の
効
い
た
空
間
に

避
難
で
き
る
も
の
。
本
市
で
は
市
独
自
の
熱
中

症
対
策
と
し
て
、
庁
舎
や
公
民
館
の
一
部
を
開

放
す
る
涼
み
処
を
設
置
し
て
い
る
の
で
、
ま
ず

は
市
有
施
設
の
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
指
定

に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

市
有
施
設
へ
の
指
定
か
ら
検
討

答

日本一暑いまちで安全に過ごせる場所
議 員 の 案提

森林環境譲与税を最大限活用して
議 員 の 案提 あ

ら

い

た
つ

お
　
　
森
林
整
備
に
向
け
た
意
向
調
査
、
集
積
計

画
・
配
分
計
画
の
策
定
等
を
引
き
続
き
進
め
、

各
種
補
助
事
業
等
を
通
じ
た
支
援
の
拡
充
、
ま

た
、
令
和
３
年
に
発
生
し
た
黒
保
根
町
上
田
沢

の
林
野
火
災
現
場
の
復
旧
に
向
け
て
取
り
組
み

た
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
大
切
な
財
源
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
先
進
事
例
な
ど
も
参
考
に
し
な
が

ら
関
係
機
関
や
住
民
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
把
握

す
る
中
で
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。 

先
進
事
例
を
参
考
に
進
め
て
い
く

答
　
　
森
林
整
備
の
施
策
が
ま
だ
ま
だ
弱
い
と
感

じ
る
が
、
今
年
の
森
林
環
境
譲
与
税
は
前
年
度

よ
り
１
千
万
円
多
く
約
５
千
６
百
万
円
が
交
付

さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。
森
林
環
境
譲
与
税
の

今
後
の
活
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
内
容
は

問

渡
辺
　
　
恒 

議
員

日
本
共
産
党
議
員
団

わ
た
な
べ

ひ
と
し

小
島
　
　
強 

議
員

こ

じ
ま

つ
よ
し

　
　
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
理
由
で
、
代
替
食
を

持
参
し
た
場
合
の
給
食
費
補
助
や
思
想
・
信
条

 

・
宗
教
・
文
化
等
に
対
応
し
た
選
択
で
き
る
給

食
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

代
替
食
へ
の
補
助
と
選
択
で
き
る
給
食

問　
　
持
参
し
た
代
替
食
に
対
し
て
給
食
費
の
還

付
等
の
対
応
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
ア
レ
ル
ギ

ー
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
卵
代
替
や
牛

乳
代
替
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
を
引
き
続
き

行
う
こ
と
で
、
安
心
・
安
全
な
給
食
の
提
供
に

努
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
選
択
で
き
る
給
食

に
つ
い
て
は
、
各
地
域
の
食
文
化
等
を
精
査
し

な
が
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

補
助
は
行
っ
て
い
な
い
が
選
択
制
は
研
究

答

学
校
給
食
に
つ
い
て

代替食を持参した場合は補助すべき
議 員 の 案提

そのほか…「休日・深夜の医療機関」「清掃センター事業」について質問

そのほか…「生活保護」について質問

そのほか…「地域わけへだてないCI (シティ・アイデンティティ) の形成・醸成を」「人里に迫る獣圧への早期対策を」について質問

学校給食の調理の様子

桐生市役所の涼み処「木の家」

森林のイメージ

更
な
る
林
業
振
興

新
井
　
達
夫 

議
員

そ
う
ぞ
う
未
来
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市
議
会
の
活
動
ほ
か

定
例
会
概
要

一
般
質
問

　
　
桐
ペ
イ
や
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
関
係
各
課
と
協
議
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度
市
内
の
日
本
遺

産
構
成
文
化
財
所
有
者
を
構
成
員
と
し
た
「
桐

生
市
日
本
遺
産
連
絡
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
た

と
こ
ろ
、
毎
年
修
理
が
必
要
等
意
見
を
頂
戴
し

て
い
る
の
で
、
支
援
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

そのほか…「市営住宅の有効活用」について質問

そのほか…「球都桐生プロジェクト推進」について質問

日
本
遺
産

一
心
会

　
　
桐
ペ
イ
や
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
日

本
遺
産
プ
レ
ミ
ア
ム
を
創
設
し
、
保
存
活
用
の

雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た

め
に
、
文
化
財
の
保
護
や
修
繕
に
桐
ペ
イ
を
使

っ
て
募
金
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
作
る
こ
と
や
ふ

る
さ
と
納
税
の
枠
を
広
げ
、
修
繕
等
に
使
用
で

き
る
よ
う
有
効
活
用
で
き
な
い
か
。

文
化
財
の
保
存
・
修
繕
に
桐
ペ
イ
を

問関
係
各
課
と
協
議
・
研
究
し
た
い

答

人
口
減
少
問
題

福
島
　
賢
一 

議
員

政
策
研
究
会

ふ
く
し
ま

け
ん
い
ち

　
　
桐
生
市
行
政
改
革
方
針
で
は
、
2
0
4
0

年
時
の
推
計
人
口
を
7
万
４
７
７
２
人
と
設
定

し
て
お
り
、
こ
れ
を
定
常
化
戦
略
と
し
て
捉
え

た
場
合
、
市
は
ど
の
よ
う
な
戦
略
を
講
じ
る
の

か
。
ま
た
、
財
政
調
整
基
金
残
高
の
目
標
額
は
。

人
口
を
減
ら
さ
な
い
た
め
の
市
の
戦
略
は

問
　
　
本
市
で
は
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
設
定
し
た

目
標
達
成
の
た
め
「
む
す
び
す
む
桐
生
」
等
の

第
２
期
桐
生
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
に
掲
げ
た
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
て

い
く
。
加
え
て
、
令
和
６
年
６
月
に
「
女
性
・

若
者
か
ら
選
ば
れ
る
桐
生
市
検
討
委
員
会
」
を

設
置
し
、
更
な
る
対
策
を
図
る
。
な
お
、
令
和

　
年
度
末
に
お
け
る
財
政
調
整
基
金
の
目
標
額

は　
億
5
6
0
0
万
円
で
あ
る
。

新
た
な
委
員
会
設
置
で
更
な
る
対
策
を

答

他自治体にない定常化戦略を
議 員 の 案提

保存活用の雰囲気を盛り上げよう！
議 員 の 案提

そのほか…「通学路の安全対策」について質問

境
野
水
処
理
施
設

岡
部
　
純
朗 

議
員

そ
う
ぞ
う
未
来

お
か

べ

す
み

お

園
田
　
基
博 

議
員

そ
の

だ

も
と
ひ
ろ

　
　
境
野
水
処
理
セ
ン
タ
ー
の
屋
上
運
動
公
園

な
ど
は
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
長
寿
命
化

計
画
）
に
よ
り
撤
去
・
解
体
に
な
る
と
地
域
住

民
は
報
道
等
に
よ
り
認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、

ウ
オ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
を
導
入
す
る
こ
と
が
示
さ

れ
、
施
設
更
新
の
事
業
計
画
期
間
が
変
更
と
な

っ
た
こ
と
に
よ
り
施
設
は
ま
だ
利
用
可
能
か
。

ま
た
、
ウ
オ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
進
捗
状
況
を
伺

い
た
い
。

屋
上
運
動
公
園
は
ま
だ
利
用
で
き
る
の
か

問
　
　
今
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
の
２
ヶ
年

で
ウ
オ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
導
入
可
能
性
調
査
業

務
を
実
施
す
る
。
よ
っ
て
、
施
設
更
新
が
ま
だ

決
定
で
き
る
状
況
で
な
い
た
め
、
令
和
７
年
度

ま
で
は
現
状
の
ま
ま
施
設
の
利
用
が
で
き
る
。

令
和
７
年
度
ま
で
は
利
用
は
で
き
る

答

地域住民の憩いの場はまだ使えるのか
議 員 の 案提

10
30

日本遺産の文化財に指定されている
「桐生新町重伝建地区」

人口ビジョンと
第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略

境野水処理センター航空写真
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定
例
会
概
要

一
般
質
問

市
議
会
の
活
動
ほ
か

災
害
対
応

歌
代
　
公
司 

議
員

無
会
派

う
た
し
ろ

こ
う

じ

　
　
令
和
３
年
か
ら
陳
情
し
て
い
る
菱
町
五
丁

目
の
皆
伐
跡
地
で
は
、
土
砂
流
出
が
続
い
て
い

る
が
、
伐
採
の
許
可
を
出
す
際
の
規
定
等
は
あ

る
の
か
。
ま
た
、
国
か
ら
林
業
振
興
と
土
砂
災

害
防
止
を
両
立
で
き
る
具
体
的
な
対
策
や
指
導
、

施
策
は
示
さ
れ
て
い
る
の
か
。

菱
町
五
丁
目
の
皆
伐
跡
地
に
つ
い
て

問
　
　
当
該
山
林
は
、
施
業
事
業
者
に
お
い
て
、

森
林
経
営
計
画
が
立
て
ら
れ
、
農
林
水
産
大
臣

が
認
定
し
て
お
り
、
伐
採
後
に
土
砂
災
害
が
発

生
し
な
い
よ
う
、
２
年
以
内
に
植
栽
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
森
林
法
施
行
規
則
で
規
定

さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
国
や
県
か
ら
は
、
林
業

と
土
砂
災
害
対
策
が
両
立
で
き
る
具
体
的
な
方

策
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

森
林
法
施
行
規
則
で
規
定

答

林業振興と土砂災害防止の両立を
議 員 の 案提

少
子
化
対
策

河
原
井
　
始 

議
員

ク
ラ
ブ

か
わ

ら

い

は
じ
め

　
　
少
子
化
の
原
因
の
一
部
と
さ
れ
る
結
婚
す

る
人
の
減
少
は
、
賃
金
が
低
い
こ
と
が
理
由
の

一
つ
で
あ
り
、
ま
ず
は
市
職
員
を
非
正
規
か
ら

正
規
に
変
え
、
そ
の
こ
と
が
民
間
企
業
へ
も
影

響
を
与
え
て
い
く
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
給
食

費
の
無
償
化
も
行
う
こ
と
で
、
好
循
環
が
生
ま

れ
れ
ば
、
少
子
化
対
策
や
財
政
に
も
波
及
効
果

を
及
ぼ
す
。
市
の
本
気
度
を
示
す
た
め
に
は
第

1
子
を
含
め
た
給
食
費
の
無
償
化
を
行
う
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

給
食
費
の
無
償
化
に
対
す
る
市
の
見
解
は

問
　
　
令
和
５
年
第
４
回
定
例
会
一
般
質
問
で
の

市
長
答
弁
を
踏
ま
え
、
財
源
及
び
規
模
を
含
め

本
市
に
見
合
っ
た
給
食
費
の
無
償
化
を
現
在
検

討
し
て
い
る
。

本
市
に
見
合
っ
た
無
償
化
を
検
討
中

答

安心して子を産み育てられる環境を
議 員 の 案提

難聴者が安心して相談できる環境作り
議 員 の 案提

に

わ

た
か

し

　
　
こ
の
件
は
大
変
有
効
な
こ
と
で
あ
り
、
大

変
大
切
な
こ
と
で
も
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

新
庁
舎
へ
の
引
っ
越
し
の
際
に
設
置
の
検
討
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

新
庁
舎
で
の
設
置
を
検
討
し
た
い

答
　
　
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
は
耳
の
周
囲
に
あ
る

軟
骨
を
振
動
さ
せ
て
伝
え
る
た
め
、
耳
を
塞
が

な
い
の
で
外
界
の
音
が
よ
く
聞
こ
え
る
。
ま
た

集
音
機
能
や
雑
音
を
取
り
除
く
機
能
も
あ
り
、

小
さ
な
声
で
も
明
瞭
に
聞
こ
え
る
た
め
大
声
で

話
す
必
要
が
な
く
な
り
、
窓
口
で
個
人
情
報
を

周
囲
に
聞
か
れ
る
リ
ス
ク
を
減
ら
し
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
保
護
に
も
つ
な
が
る
。
既
に
先
進
自

治
体
や
金
融
機
関
で
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、
本

市
窓
口
へ
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
見
解
は
。

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
設
置
の
見
解
は

問

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン

丹
羽
　
孝
志 

議
員

公
明
ク
ラ
ブ

そのほか…「教育」について質問

21

軟骨伝導イヤホンのイメージ

菱町五丁目皆伐跡地周辺の降水時の様子

そのほか…「障がいに至らない高齢難聴者への補聴器購入費助成制度」について質問 

そのほか…「桐生市史編さん」について質問

学校給食
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市
議
会
の
活
動
ほ
か

定
例
会
概
要

一
般
質
問

　
　
本
通
知
を
受
け
、
受
給
者
へ
の
定
期
訪
問

時
に
聞
き
取
り
を
し
、
金
銭
管
理
の
契
約
は
自

由
意
志
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、

契
約
中
の
該
当
者
に
は
問
題
と
感
じ
る
こ
と
が

あ
れ
ば
相
談
し
て
ほ
し
い
旨
を
伝
え
る
と
と
も

に
、
受
給
者
の
立
場
を
踏
ま
え
た
助
言
に
努
め
、

適
切
な
支
援
を
行
う
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

そのほか…「鳴神山保安林への土砂投棄」「市庁舎建設」について質問

そのほか…「GunMaaS（群馬版MaaS）を活用した新たな交通体系の構築」について質問

生
活
保
護
行
政
改
善

関
口
　
直
久 

議
員

日
本
共
産
党
議
員
団

せ
き
ぐ
ち

な
お
ひ
さ

　
　
厚
生
労
働
省
か
ら
の
事
務
連
絡
（
令
和
6

年
4
月　
日
付
）
に
「
保
護
費
の
適
正
な
支
払

い
に
つ
い
て
」と
あ
る
が
、
第
三
者（
３
団
体
）

に
よ
る
本
市
の
金
銭
管
理
問
題
を
受
け
て
表
記

さ
れ
て
い
る
と
専
門
家
は
指
摘
し
て
い
る
。
こ

の
通
知
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
対
策
・
改

善
を
進
め
て
い
く
の
か
。 

金
銭
管
理
問
題
は
改
善
し
て
い
く
べ
き

問通
知
を
受
け
止
め
丁
寧
に
説
明

答

在
宅
医
療

久
保
田
　
裕
一 

議
員

そ
う
ぞ
う
未
来

く

た

ぼ

ゆ
う
い
ち

　
　
能
登
半
島
地
震
で
は
孤
立
集
落
が
多
数
発

生
し
、
停
電
や
断
水
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
寸
断
が
続
い
た
が
、
本
市
で
も
大
規
模
な
災

害
の
発
生
時
に
は
孤
立
集
落
の
発
生
が
想
定
さ

れ
て
い
る
。
人
工
呼
吸
器
等
を
使
用
し
て
い
る

方
に
と
っ
て
生
命
を
維
持
す
る
た
め
に
は
電
源

が
必
須
で
あ
り
、
災
害
時
に
は
早
い
段
階
で
個

別
支
援
を
行
う
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
在
宅

医
療
を
受
け
て
い
る
方
の
実
態
把
握
の
状
況
は
。

災
害
に
備
え
て
の
実
態
把
握
が
重
要
で
は

問　
　
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
台
帳
や
災
害
時
避

難
行
動
要
援
護
者
名
簿
と
い
っ
た
本
市
で
保
有

す
る
情
報
か
ら
は
在
宅
医
療
を
受
け
て
い
る
方

の
人
数
を
含
め
、
実
態
の
把
握
は
で
き
て
い
な

い
。
課
題
と
受
け
止
め
、
研
究
し
た
い
。

課
題
と
受
け
止
め
、
研
究
し
た
い

答

在宅医療の実態把握の状況を問う
議 員 の 案提

第三者による適正な金銭管理
議 員 の 案提

脆
弱
な
法
面
対
策

田
島
　
忠
一 

議
員

政
策
研
究
会

た

じ
ま

ち
ゅ
う
い
ち

県道332号線法面の適切な管理
議 員 の 案提

そのほか…「渡良瀬川流域の水害対策」「昭和橋」について質問

　
　
渡
良
瀬
川
が
増
水
し
た
場
合
、
県
道
3
3

2
号
線
（
昭
和
橋
右
岸
上
流
部
）
へ
の
激
流
直

撃
に
よ
る
河
川
敷
内
県
道
の
崩
落
を
心
配
し
、

数
年
前
に
河
川
事
務
所
に
相
談
を
し
た
。
職
員

か
ら
、
川
の
流
れ
の
中
に
「
た
ま
り
」
が
で
き

る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
る
た
め
激
流
が
当
た
る

心
配
は
な
い
と
説
明
さ
れ
た
が
、
脆
弱
な
法
面

の
対
策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

県
道
3
3
2
号
線
法
面
の
水
害
対
策
は

問　
　
工
事
完
了
後
の
県
道
3
3
2
号
線
法
面
の

水
害
対
策
に
つ
い
て
県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

国
と
毎
年
現
地
立
合
い
を
行
い
、
危
険
箇
所
の

確
認
や
改
善
が
必
要
な
事
項
等
、
国
の
指
摘
に

基
づ
き
補
修
工
事
等
を
行
っ
て
お
り
、
適
切
な

維
持
管
理
を
行
っ
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

県
が
適
切
に
維
持
管
理
し
て
い
る

答

25

桐生市役所

国道332号線法面の様子

在宅医療のイメージ
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定
例
会
概
要

一
般
質
問

市
議
会
の
活
動
ほ
か

スマホのカメラ、
またはアプリを
起動する。

スマホを二次元
コードにかざす。

表示された
読み取り結果
をタップする

1

2

3

二次元コードの読み取り方

桐生市にデータセンターの誘致を
議 員 の 案提 こ

ん
ど
う

め

い

　
　
平
ら
な
土
地
が
少
な
く
、
企
業
誘
致
は
容

易
で
は
な
い
が
、
新
た
な
工
業
団
地
実
現
に
向

け
て
の
取
組
を
加
速
し
て
い
る
ほ
か
、
本
市
が

参
画
し
、
県
が
本
年
３
月
に
国
の
同
意
を
得
た

「
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
関
す
る
第
２

期
群
馬
県
基
本
計
画
」
を
念
頭
に
置
き
、
県
と

密
接
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
次
世
代
産
業
な
ど

の
地
域
経
済
に
波
及
効
果
を
も
た
ら
す
優
良
企

業
の
誘
致
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

優
良
企
業
の
誘
致
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

答
　
　
廃
校
を
利
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
な
ど

地
域
資
源
を
活
か
し
た
展
開
も
含
め
、
今
後
、

さ
ら
に
発
展
が
見
込
ま
れ
る
新
し
い
分
野
の
企

業
を
誘
致
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
市
の
見
解

は
。

発
展
が
見
込
ま
れ
る
分
野
の
企
業
誘
致

問

企
業
誘
致

近
藤
　
芽
衣 

議
員

そ
う
ぞ
う
未
来

第
４
種
踏
切

辻
　    

正
男 

議
員

そ
う
ぞ
う
未
来

つ
じ

ま
さ

お

　
　
遮
断
機
・
警
報
機
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い

「
第
４
種
踏
切
」
が
市
内
に
数
箇
所
存
在
し
て

お
り
、
高
崎
市
で
死
亡
事
故
も
あ
っ
た
こ
と
か

ら
大
変
危
険
な
踏
切
だ
と
考
え
る
。
一
部
の
県

内
自
治
体
で
は
廃
止
検
討
が
発
表
さ
て
い
る
が
、

桐
生
市
の
基
本
的
な
方
針
は
。

第
４
種
踏
切
に
対
す
る
市
の
対
策
方
針
は

問
　
　
原
則
と
し
て
第
４
種
踏
切
は
廃
止
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
鉄
道
沿
線
自
治
体
で
は
県
の

指
示
に
沿
っ
た
一
律
の
対
応
を
求
め
ら
れ
て
い

る
が
、
以
前
か
ら
廃
止
に
よ
る
市
民
生
活
の
影

響
も
鑑
み
、
鉄
道
事
業
者
や
地
元
自
治
会
と
対

策
の
協
議
を
進
め
て
い
る
経
過
等
も
踏
ま
え
、

県
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
考
慮
し
な
が
ら
、
引
き

続
き
丁
寧
な
対
応
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

原
則
と
し
て
廃
止
の
方
向

答

市民の安全のため危険な踏切の対策を
議 員 の 案提

そのほか…「tsukurun KIRYU」について質問

次回定例会の開催予定は…

8月28日（水）から
　市議会だよりは、紙面の都合で
発言の一部（要旨）を掲載してい
ます。詳しくは、図書館で会議録
をご覧ください。
　なお、会議録は桐生市ホームペ
ージからでもご覧いただけます。

です。

そのほか…「教育資料室のあり方」について質問

データセンターのイメージデータセンターのイメージ

第4種踏切（上毛電気鉄道第98号踏切）

データセンターとは…分散するIT機器を集約設置し効率よく運用するために作られた専用施設。ヒント
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市
議
会
の
活
動
ほ
か

定
例
会
概
要

一
般
質
問

定 例 会月6

本会議
会　　　　期  5 月31日～ 6 月21日（22日間）

市長提出議案 17件　※補正予算1件を含む

請  願  審  査
　請願6件の審査を行った結果、いずれも閉会中の継続審査となりました。
また、請願1件については、提出者から取下げ願いがあり、承認されました。

付託委員会 受理番号 件　　　　　　　　　名

◎取下げとなった請願

第7号総 務 委 員 会
「イスラエル政府に対して、直ちに戦闘をやめるよ
う要請すると同時に、UNRWAへの資金拠出の再
開を求める意見書」採択の請願

付託委員会 受理番号 件　　　　　　　　　名

◎継続審査となった請願

第4号

第 6号

第 9号

第 2号

第 8号

第10号

総 務 委 員 会

教育民生委員会

「健康保険証の廃止をしないよう求める意見書」を
政府に送付することを求める請願
日本政府に核兵器禁止条約の批准・署名を求める
意見書採択の請願

「イスラエル政府に対して、直ちに戦闘をやめる
よう要請する」意見書を日本政府に上げることを
求める請願

健康保険証をマイナンバーカードに一体化させ
保険証を廃止する事の中止を求める請願

生活保護行政の改善を求める請願

桐生市の小中学校給食費の無償化を求める請願

周
　
藤
　
雅
　
彦

河
原
井
　
　
　
始

佐
　
藤
　
光
　
好

福
　
島
　
賢
　
一

岡
　
部
　
純
　
朗

新
　
井
　
達
　
夫

辻
　
　
　
正
　
男

人
　
見
　
武
　
男

山
之
内
　
　
　
肇

丹
　
羽
　
孝
　
志

田
　
島
　
忠
　
一

近
　
藤
　
芽
　
衣

久
保
田
　
裕
　
一

北
　
川
　
久
　
人

園
　
田
　
基
　
博

工
　
藤
　
英
　
人

関
　
口
　
直
　
久

渡
　
辺
　
　
　
恒

歌
　
代
　
公
　
司

飯
　
島
　
英
　
規

石
　
渡
　
宏
　
明

小
　
島
　
　
　
強

議案番号・議案

議　員　氏　名

結　果

○：賛成　×：反対　△：退席　－：除斥　欠：欠席●賛否の分かれた議案

×

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

承　　認

　

原案可決

　

専決処分（桐生市国民健康保険税条例の一
部改正）の承認を求めるについて

桐生市生活保護業務の適正化に関する第三
者委員会設置条例案

群馬県後期高齢者医療広域連合規約の変更
に関する協議について

令和6年度桐生市一般会計補正予算（第1号）

市
　
　
長
　
　
提
　
　
出

報告第 5 号

議案第49号

議案第53号

議案第54号

※

議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
ら
ず

賛 否 の 公 表

　
6
月
の
定
例
会
は
、
5
月
　
日
か
ら
6
月
　
日

ま
で
の
　
日
間
開
か
れ
、
市
長
提
出
議
案
　
件
、

請
願
6
件
の
審
議
の
ほ
か
、
　
人
の
議
員
が
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

17

31

21

22

16

詳細はこちら
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賛 否 の 公 表

市
　
　
　
長
　
　
　
提
　
　
　
出

報告第 2 号

報告第 3 号

報告第 4 号

議案第42号

議案第43号

議案第44号

議案第45号

議案第46号

議案第47号

議案第48号

議案第50号

議案第52号

専決処分（桐生市市税条例の一部改正）の承認を求めるについて

専決処分（桐生市都市計画税条例の一部改正）の承認を求めるについて

専決処分（桐生市過疎対策のための固定資産税の課税の特例に関する条例の一部改正）の承認を求めるについて

桐生市職員退隠料等給与条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例案

桐生市市税条例の一部を改正する条例案

桐生市都市計画税条例の一部を改正する条例案

桐生市地方活力向上地域における固定資産税の課税の特例に関する条例の一部を改正する条例案

財産取得（小型ノンステップバス）について

財産取得（高規格救急自動車及び高度救命処置用資機材）について

財産取得（消防用資機材搬送車）について

桐生市消費生活センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例案

桐生市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案

●全員賛成で可決した議案
結　　果議案番号 議　　　　　　案　　　　　　名

承　　認
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　政務活動費は、地方議会の活性化や議員の調査研究その他の活動基盤の充実等を図る観点から、これらの活動
に必要な経費の一部を助成するものです。
　本市では、桐生市議会議員の調査研究その他の活動に資するため必要な経費の一部として、議会における会派
または無会派議員に対し、議員 1人当たり年額 400,000 円を半期（4月、10 月）ごとに交付しています。令和 5年
度は改選期であったことから、令和 5年 4・5月分は改選前の25期議員に対して、令和 5年6月から令和6年3月
までの10か月分は改選後の26期議員に対し、交付することとなりますが、令和 5年 4・5月分については25期議
員全員から辞退の申し出があったため、交付しておりません。第26期議員に対して交付した令和 5年度政務活動
費の収支報告書は下記表のとおりです。
   収支報告書には、原則、1円以上の支出に対し領収書の添付を義務付け、年度ごとに精算しています。支出総
額が交付額を上回る場合には、その差額は会派及び無会派議員の負担となります。また、支出総額が交付額に満
たない場合には、その残余額を返還しています。

※1　政策研究会は8月28日付で所属議員数変更（2名→3名）。
※2　田島議員（無会派議員）は、8月28日から政策研究会に所属。

研究研修費
調 査 旅 費
資料作成費
資料購入費
広　報　費
広　聴　費
人　件　費
その他の経費
合　　　　計

30,000
378,369
934,731
433,331
851,861

0
0
0

2,628,292

19,000
0

517,720
316,896
818,333

0
0
0

1,671,949

0
0

808,841
195,314

0
0
0
0

1,004,155

43,180
0

69,519
207,020
11,021

0
0
0

330,740

11,000
0

117,920
374,970
164,600

0
0
0

668,490

77,780
0

165,237
146,390
125,970

0
0
0

515,377

0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
54,932
230,074
47,153
115,945

0
0
0

448,104

0
0

40,920
19,380

0
0
0
0

60,300

180,960
433,301
2,884,962
1,740,454
2,087,730

0
0
0

7,327,407

一　心　会
会派及び
無会派議員名 合　　計

単位：円

6月～9月分
10月～3月分
合　　　計

800,000
1,200,000
2,000,000

666,666
1,000,000
1,666,666

300,000
600,000
900,000

266,666
400,000
666,666

266,666
400,000
666,666

266,666
400,000
666,666

133,333
200,000
333,333

133,333
200,000
333,333

100,000
0

100,000

2,933,330
4,400,000
7,333,330

一　心　会
会派及び
無会派議員名 そうぞう未来 政策研究会 公明クラブ クラブ21 日本共産党議員団 飯島英規 歌代公司 田島忠一

そうぞう未来 政策研究会 公明クラブ クラブ21 日本共産党議員団 飯島英規 歌代公司 田島忠一

合　　計

6人 5人 3人 ※1 2人 2人 2人 1人 1人 （1人）※2会派及び
無会派議員数 22人

◆交付額 単位：円

令和5年度 政務活動費収支報告書

◆支出額

議案第51号 桐生市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例案

原案可決
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問　桐生市議会では、議会基本条例に基づき、積極的に市民との

協議の場を開設することを目的として、まちづくり討論会を実
施しています。

　今回は、4月16日（火）に群馬大学桐生キャンパス
で開催しました。参加者は群馬大学「群桐祭実行委
員会」の学生14人と議員21人で、「桐生をもっと魅
力的なまちにするために」をテーマに４チームに分
かれて討論を行い、チームごとに発表を行いました。

　いただいたたくさんの意見を参考に今後のまちづくりに
生かしていきたいと思います。
　参加していただいた群馬大学群桐祭実行委員会の皆様、
大変ありがとうございました。

　討論会では、若者の視点に立った地域の課題
や桐生市をより良くするためのアイディアなど
様々な意見を聞くことができました。

☆いただいた意見（一部抜粋）
•たくさんある市内の素敵なお店の情報を学生がSNS等を使って発信
　できればいいのではないか。
•桐生の魅力が若者にいまいち伝わっていないので、両毛線や大都市
　で広告を打ち出すといいのではないか。
•授業に合わせたバスや電車が充実するといい。
•学生と地域の方との接点が持てるといい。

議員の暑中見舞状・寄附などは
法律で禁止されています。

　公職選挙法により、議員は次のことを禁止
されています。市民の皆さんのご理解をお願
いします。

「きりゅう市議会だより」に
　     広告を掲載しませんか？

　年４回発行する「きりゅう市議会だより」に掲載する有料
広告を募集します。事業所や商店のＰＲの場として、ぜひ
ご活用ください。

２月１日、５月１日、８月１日、11月１日発 行 日

縦4.5㎝×横17.8㎝、カラー（４色）刷り

掲載希望号の発行日40日前までに、申込書に広告原稿を添
えて議事課へ。申込用紙は同課、市ホームページにありま
す。なお、広告枠が埋まっている場合もありますので、事
前にお問い合わせください。

規　  格

４万1,800円掲 載 料

最終ページ（裏表紙）最下段、各号１枠掲載場所・枠

申し込み

◎暑中見舞状などのあいさつ状を出すこと。
◎寄附をすること。
◎本人が出席しない
　慶弔に祝儀や香典
　を出すこと。

まちづくり討論会 開催！
群馬大学「群桐祭実行委員会」の学生と

0504
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　桐生市議会では、他の自治体で取り
組まれている先進事例について調査・
研究し、今後の市政に反映させるため
行政視察を行っています。また、その
成果を議会基本条例に基づき、市長に
提言しています。今回は、３委員会に
ついてご紹介します。詳しくは、桐生
　　　　　　　市ホームページに視察
　　　　　　　報告書を公開しており
　　　　　　　ますのでご覧ください。

詳細はこちら

行ってきました 行政視察

第34回 議会報告会・意見交換会が開催されます。

令和6年4月22日～24日
総務委員会

期　　日

•大規模災害への対策《愛知県常滑市》
•災害時の避難所トイレ《株式会社LIXIL榎戸工場（常滑市）》
•地域貢献応援制度（自治体職員の兼業・副業）《兵庫県神戸市》

視察項目

令和6年5月14日～16日
教育民生委員会

期　　日

•子ども・子育て支援複合施設（AGECOCO）につ
　いて《埼玉県上尾市》
•図書館事業について《福岡県筑後市》
•福岡県内のフリースクールの現状と課題について
 《NPO法人箱崎自由学舎えすぺらんさ（福岡市）》
•那珂川市子どもの権利条例について
 《福岡県那珂川市》

視察項目
令和6年5月8日～10日
経済建設委員会

期　　日

•第２次福井市農業活性化プラン及び森林環境譲
　与税の事業内容について《福井県福井市》
•地域資源を活かした循環型農業について《福井
　県池田町》
•長野市ジビエ加工センターについて《長野県長
　野市》

視察項目

◀
視
察
の
様
子
（
常
滑
市
）

◀
視
察
の
様
子
（
上
尾
市
）

◀
視
察
の
様
子
（
長
野
市
）

03

令和6年8月19日（月）午後6時00分～午後7時10分（予定）
川内公民館　集会室

「地域の現状と課題について」

※会場の駐車台数には限りがございますので、ご来場の際はお車に乗り合わせの上お越しください。

詳細はこちら→

日時

場所

意見交換会テーマ

　令和6年第2回定例会の報告会と意見交換会を下記のとおり行い
ます。
　申し込みなどはございませんので、直接会場へお越しください。
　多くの皆様のご参加をお願い申し上げます。

議会報告会・意見交換会の様子
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ご あ い さ つご あ い さ つ
　平素は議会活動に対しまして多大なるご理解と、ご協力を頂
いておりますことに、心より敬意と感謝を申し上げます。
　さて、今回の第２回定例会では、17件の市長提出議案の審議
を行いました。また、16人の議員が一般質問を行いました。
　仮議場での開催も残り２回となりましたが、引き続き市民の
ための開かれた議会を目指し、桐生市の持続的発展のため、議
員一丸となって、取り組んでまいりますので、よろしくお願い
申し上げます。

　桐生市議会では、議会の仕事や議員の役割について
知っていただこうと、学生の職場体験を受け入れてい
ます。
　今回は、7月11日～12日の2日間、桐生市立商業高校
から2人の学生さんに議会事務局の仕事を体験してい
ただきました。

議会で職場体験

　5月22日に開催された「全国市議会議
長会定期総会」において、岡部純朗議員
が25年以上議員としてその職にある者
として特別表彰を受賞されました。また
併せて、永年在職議員顕彰されました。

本会議は一般に公開されており、どなたでも自由に傍聴できます。
一般傍聴を希望される方は、直接、仮議場（桐生地域地場産業振興センター中3階）までお越しください。
団体傍聴を希望される方は、座席の都合もありますので、事前に議会事務局までご連絡ください。
※児童及び乳幼児は、議長の許可が必要になります。

表彰されました

岡部純朗議員

傍聴
してみませんか？

山之内　肇 副議長人 見  武 男 議長

桐生市議会 検索 https://www.city.kiryu.lg.jp/shigikai/

YouTube
（ユーチューブ）

X
（旧ツイッター）

Facebook
（フェイスブック）

LINE
（ライン）

■発行／桐生市議会　〒376－8501　群馬県桐生市織姫町1－1
　　　　　　　　　 （0277）46－1111
■編集／桐生市議会事務局
■印刷／太陽印刷工業株式会社

桐生市立商業高等学校

会議録の
校正作業

正副議長
との
意見交換


